
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6月の予定 

新型コロナウイルス感染防止のため、6月に予定していた行事は

全て中止いたします。 

※社会情勢を見ながら今後の行事等の開催 中止、変更等を検討していきます。ご理解のほどよろしくお願いします。 

 

やかた便り 
  あすなろこどもセンタークラブ情報紙 

令和 2年 5月 29日 第２号 

ちょこっとコーナー 

 土曜日のある日、こどもたちとスライムを作

って遊びました。好きな色の絵の具を使かい、

魔法の水（洗濯糊+ホウ砂）を入れるとだんだん

固まってくるスライムに驚いていました。ちな

みに、スライムでキャッチボールをした浅はか

な職員がいましたが、スライムは床に落ち、見

事に爆発しました。もちろん、床に飛び散った

スライムは自分で片づけをしました。 

「再スタート」 

 

 緊急事態宣言を受け、こどもセンターでは新型コロナウイルス感染拡大予防のため、施

設を原則閉所にしました。保護者の皆様にはご理解いただき、深く感謝申し上げます。 

現在の社会情勢を踏まえ、こどもセンターでも行事やイベントを中止せざるを得ない

状況が続く中、こどもたちは『今の状況の中で楽しめること※１』を模索しながら過ごし

ています。 

５月２５日（月）より、本格的に学校が再開されました。新年度が始まり２か月が経ち、

普段なら一年生も、勉強や友だち関係、先生や学年が違うお兄さんお姉さん等、学校にも

少しずつ慣れてくる頃なのですが、今年度に限ってはまだまだ馴染めていないであろう

学校生活だと思います。その中での学童の生活はどのようになっているかを職員間で話

し合うことがありました。おもちゃの片づけ方、学童の生活の流れ等、大切なことを伝え

きれていないということが話にあがりました。私たち支援員がバタバタとしてしまい、大

切なことが伝えきれていないことを痛感し反省しています。 

学校再開により、学童での生活も休業日とは違うものになります。また、緊急事態宣言

の解除により、利用児も増えてくることが予想されます。私たちにしては今までできてい

ないことができるチャンスです。学童での生活が有意義になるように、また、ルール等社

会性を身につけることができる学びの場となるように、今一度こどもたちと一緒に生活

の仕方、内容を見直していきたいと思います。保護者の皆様におかれましても、駐車場の

ルール確認や提出物の期限厳守、欠席連絡方法等、再度確認していただき、実行してくだ

さいますと助かります。 

緊急事態宣言は解除されましたが、まだまだ気を抜くことなく、マスクの着用や不要不

急の外出を避ける等、一人ひとりができることをしていくことでこの事態を乗り越えま

しょう。支援員一同、ここから再スタートとして、今できる範囲の中で“楽しいこと”を

こどもセンターで共有していけるように努めていきたいと思います。 

池田 裕樹 

※１ 少しではありますが、楽しんでいる様子をホームページのブログに掲載しています。ぜひご覧ください。 

 

お知らせとお願い 
<忘れ物について> 

水筒や宿題の忘れ物が増えています。職員からも声かけをしますが、お迎えの際

には保護者の方からも確認をしたうえでの降所をお願いします。忘れ物の持ち主が

現れず、誰の持ち物かわからない場合は１か月保管、掲示したのち処分させていた

だきますのでご了承ください。また、こどもの持ち物には必ず名前のご記入をお願

いします。 

 

<欠席時の連絡について> 

学童を欠席される際には必ず学校と学童の両方に連絡をしてくだ

さい。どちらか片方だけの連絡の時にはこどもの安全を第一に考えさせて

いただき、学童に連れて帰るようにします。ご了承ください。 

 

<お手紙について> 

 定期的にお知らせやお手紙を配布させていただいています。お迎え時には毎回お

便りポケットにお手紙が入っていないか、必ず保護者の方がご確認をお願いします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひたすら高く積み上げられた

カプラ。手の届かない高さまで

来ても椅子に上りながら一つず

つ丁寧に積み上げていました。

傍にいた職員も、いつ倒れるの

かとハラハラしながら見守って

いました。最終的には職員も手

伝い天井付近まで届いたところ

で完成。崩すときには大きな音

とともに豪快に崩れ去っていま

した。 

 じっくり集中部屋で黙々と何かを作

っているこどもたち。なにか作ってい

るのかなと思っていると、完成したの

は自作のペープサートでした。職員に

劇を披露していると、自然と観客がち

らほらと集まってきます。いつの間に

か大勢の友だちが集まる中での劇とな

っていました。    

自分たちで遊びを展開する力に感心

し、私もこどもたちを楽しませられる

ような製作をしなければ、と思う一場

面でした。 

作品？ではないですが、

夏野菜を育てるために畑を

耕しています。暑い中での

作業でしたが、自分たちか

ら進んで作業に取り組んで

いました。これから各クラ

ブでそれぞれ夏野菜を育て

ていきます。どんな野菜が

できるのかが楽しみです

ね。 

 お酒が大好きな私はビアガーデンに行くこ

とが楽しみです。家では全くお酒を飲まない

分、外食をした時にはついつい飲み過ぎてし

まいます。年齢を重ねるにつれ外食をする機

会も減ってきましたが、夏の暑い中で冷えた

ビールを飲むことは毎年欠かせません。今は

外食もしづらい状況ではありますが、気兼ね

なくビアガーデンに行ける日が来ることを願

うばかりです。 

              牧 嵩之 

仲良しグループでの１泊旅行！

今年は船の上から花火見物を予定

していましたが・・・部屋の中で

のおしゃべり会になるかもしれま

せん。今年は旅行自体もどうなる

か。みんなに会えるのを楽しみに

しています。 

         満田 幸子 

私の住んでいる和気町では毎年８月１６

日に「和文字焼き」という花火大会があり

ます。吉井川から打ち上げられる花火はと

ても近くて大迫力！仕掛け花火も毎年充実

しています。和気富士に「和」の点火もと

てもきれいです。夏はやっぱり花火だなと

思います。でも今年はコロナの影響で開催

されるかが心配です。 

井上 由香 

 お昼過ぎにこどもたちが外で集まって遊んでいました。な

にをしているのか覗いてみると、みんなで BBQ をしていま

した。段ボールで作ったお肉やカボチャを焼きながら「美味

しいなぁ！」と元気いっぱいの様子。給食を食べた後でした

が、思わずお腹がすいてきそうなほどの出来栄えでした。 


